
 

きたむら・かつとし 
 

九州大学医学部長、医学博士、勲二等瑞宝章 

 

経 歴 

生：大正１２年（１９２３年）２月１１日、広島県福山市生まれ 

没：平成１６年（２００４年）９月１９日、享年８１歳 

昭和４年（１９２９年）４月 ６歳 広島県福山師範学校附属尋常高等小学校入学 

昭和１０年（１９３５年）３月 １２歳 福山市立東尋常高等小学校（改称）卒業 

昭和１４年（１９３９年）３月 １６歳 広島県立福山誠之館中学校四学年修了 

昭和１７年（１９４２年）３月 １９歳 松江高等学校理科乙類卒業 

昭和２０年（１９４５年）９月 ２２歳 九州帝国大学医学部卒業 

昭和２８年（１９５３年）８月 ３０歳 医学博士（人脳手術創の治癒過程） 

昭和３２年（１９５７年）９月 ３４歳 カナダ・モントリオール、マギル大学留学 

昭和４１年（１９６６年）８月 ４３歳 九州大学医学部教授（附属脳神経病研究施設外科） 

昭和４６年（１９７１年）４月 ４８歳 九州大学医学部附属病院長 

昭和４８年（１９７３年）１０月 ５０歳 日本脳神経外科学会会長 

昭和５２年（１９７７年）４月 ５４歳 九州大学医療技術短期大学部主事 

昭和５８年（１９８３年）１月 ５９歳 九州大学医学部長（のち附属脳神経病研究施設長兼任） 

昭和５８年（１９８３年）２月 ６０歳 日本神経外傷学会会長 

昭和６１年（１９８６年）３月 ６３歳 定年退職 

昭和６１年（１９８６年）４月 ６３歳 日本脳卒中学会会長 

昭和６１年（１９８６年）５月 ６３歳 九州大学名誉教授 

昭和６２年（１９８７年）４月 ６４歳 国家公務員等共済組合連合会新小倉病院長 

平成５年（１９９３年）４月 ７０歳 国家公務員等共済組合連合会新小倉病院顧問 

平成１０年（１９９８年）４月 ７５歳 国家公務員等共済組合連合会新小倉病院名誉院長 

平成１０年（１９９８年）１１月 ７５歳 勲二等瑞宝章 

平成１１年（１９９９年）１２月 ７６歳 福岡亀山栄光病院顧問 
 



学  会 

日本脳神経外科学会名誉会員 

日本外科学会名誉会員 

日本脳卒中の外科研究会名誉会員 

American Association of Neurological Surgeons 会員 

American Academy of Neurological Surgery 会員 

Society of Neurological Surgeons 会員 

Academia Eurasiana Neurochirurgica 名誉会員 
 

 

生い立ちと学業、業績 

昭和１４年（１９３９年）福山誠之館中学校４年修了。 

松江高等学校理科乙類から九州帝国大学医学部を昭和２０年（１９４５年）９月に卒業した。 

 

卒業後は大学へ残り、研さんを積み、昭和２８年（１９５３年）８月に「人脳手術創の治癒過程」

で医学博士の学位を取得、昭和３２年（１９５７年）９月には、カナダ、モントリオールのマギル

大学へ留学した。 

 

昭和４１年（１９６６年）８月には、九州大学医学部第一外科から神経部門が独立した九州大学

医学部脳神経病研究施設外科（現九州大学大学院医学研究院脳神経外科）の初代教授とし

て、脳神経外科をリードし、育成した。同脳神経外科教室は、日本で最も古い脳神経外科教

室の一つである。 

 

その後、昭和４６年（１９７１年）４月には、九州大学医学部附属病院長となった。 

昭和４８年（１９７３年）１０月には、第３２回日本脳外科学会会長として活躍した。 

昭和５２年（１９７７年）４月には、九州大学医療技術短期大学部主事、昭和５８年（１９８３年）１

月には九州大学医学部長となり、医学部の発展に尽力した。 

同年２月には第６回日本神経外傷学会会長として活躍した。 

のち附属脳神経病研究施設長を兼任、医師の生涯教育を持論に、医学教育の変革を提唱し

た。 

在職中優秀な研究者、医師、看護婦を多数育成している。 

脳外科分野では、わが国有数の腕をもち、脳外科学会の認定委員会委員長を務めた。 

 

昭和６１年（１９８６年）３月九州大学を定年退職し、同年５月九州大学名誉教授となった。 

 

同年４月には、第１１回日本脳卒中学会会長として活躍した。 

昭和６２年（１９８７年）４月国家公務員等共済組合連合会新小倉病院長、平成５年（１９９３年）

４月同病院顧問、平成１０年（１９９８年）４月同病院名誉院長となった。 

平成１１年（１９９９年）１２月福岡亀山栄光病院顧問となった。 



 

平成１０年（１９９８年）１１月、これまでの医学への貢献により、勲二等瑞宝章を受章した。 

 

平成１６年（２００４年）９月１９日、胸部大動脈りゅう破裂のため逝去した。享年８１歳。 

２００４．１０．７記  石井和佳（昭和２５年卒） 

 

誠之館所蔵品 

管理№ 氏 名 名   称 制作 日 付 

０７４１８ 北村文昭ほか著 『父北村勝俊十三回忌記念誌 脳と心』 北村文昭ほか ２０１６年 

 

出典１：『父北村勝俊十三回忌記念誌 脳と心』、北村文昭ほか編刊、２０１６年１２月１０日 

出典２：『六十四年の足跡』、誠之館互志会編刊、平成１１年３月 

出典３：『創立１５０周年誠之館同窓会報（第１１号）』、７頁、「私の誠之館」、福山誠之館同窓会編刊、平成１６年５月１６日 

参考資料１：『新訂 現代日本人名録 ２００２②』、日外アソシエーツ編刊、２００２年 

２００４年１０月７日更新：本文追加・経歴修正など●２００５年２月３日更新：経歴・本文●２００６年４月２８日更新：タイトル●２００

８年１月３１日更新：経歴●２０１６年１２月２０日更新：写真・誠之館所蔵品・出典● 

 


